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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,8091 3,8513 1,11% 9,12% 3,1210 3,8544

対円 JPY 28,82 28,60 -0,76% -7,50% 35,13 28,53

対ユーロ BRL 4,4644 4,5370 1,63% 7,47% 3,8531 4,5385

対ドル JPY 109,79 110,18 0,36% 0,97% 104,56 113,39

対ユーロ JPY 128,66 129,74 0,84% -0,58% 124,62 137,50

Index 76.642 76.117 -0,69% -8,42% 88.318 75.337

bps 236,40 245,04 3,65% 32,16% 245,42 142,50

% 12,08 12,40 2,65% 26,07% 12,40 9,43

% 6,90 6,98 1,09% 11,16% 7,16 6,21

% 2,3192 2,3192 0,00% -2,10% 2,3691 1,6959

Index 199,19 199,01 -0,09% -2,09% 206,95 187,35

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日のドルレアルスポット相場は、ブラジル中銀によるスワップ介入増額も相場を反転させる材料とはならず、
早々に３．８５台前半に到達。大統領選前の４レアル乗せが現実味を帯びてくる中、マーケットでは中銀が他の
新興国と同様、「利下げから一転して利上げに追い込まれる可能性が高まっている」との見方が強まっている。
インドネシア中銀は 直近２週間で２回の利上げを実施。Ｐｅｒｒｙ総裁は、「速やかに利上げに踏み切った行動
が通貨ルピアの安定に寄与した」と述べた他、「状況に応じて追加の金融引き締めや市場介入が必要になる」
との見解を示している。また、インド中銀も昨日、２０１４年１月以来となる予想外の利上げを実施。その理由と
して、「経済全体が上向いている一方、インフレ率が目標を超過している」ことを挙げている。アルゼンチン、
トルコも自国通貨安に利上げという手段で応じており、ブラジル中銀のみが取り残されていると指摘されている。
マーケットは既に今月１９－２０日、及び、７月３１－８月１日に開催されるＣＯＰＯＭでの利上げを織り込み始め
ており、レアル金利スワップのカーブもそれに応じて上方シフトしつつある。一方、Ｇｏｌｄｆａｊｎ中銀総裁は最新
のコメントで、「少なくとも次の２回のＣＯＰＯＭでは政策金利を据え置く見通し」と発言しており、中銀が相場の
トレンドに屈して金融政策の方針を転換するかどうかに注目が集まっている。なお、中銀で金融政策全般を
統括しているＲｅｉｎａｌｄｏ Ｌｅ Ｇｒａｚｉｅ理事は昨日、ブラジリアで実施された上院公聴会で、「中銀が現在為替
市場に対して取っている行動は、金融政策とは分離して考えるべきである」と述べている。


